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気
象

第
一
節

気
象
概
況

鳴
沢
村
の
二

集
落
、

鳴
沢
と
大
田
和
は
そ
れ
ぞ
れ
海
抜
九
九
〇
ぶ
、

九
三
〇
が
付
近
の
富
士
山
裾
野
の
緩
斜
面
と
足
和
田
山
に
挟
ま
れ

た
、
ご
く
浅
い
北
東
方
向
に
傾
斜
す
る
谷
状
の
地
形
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
流
向
、
約
六
き

の
河
口
湖
町
船
津
に
、
気
象
庁
の

河
口
湖
測
候
所
が
あ
る
。

山
岳
や
山
麓
地
方
の
気
象
は
、

そ
の
観
測
点
の
あ
る
地
形
、
あ
る
い
は
周
囲
の
地
形
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。
こ
の

意
味
か
ら
河
口

湖
の
観
測
値
を
も
っ
て
岳
北
の
代
表
と
し
て
論
じ
る
こ
と
は
、

危
険
で
あ
る
。
し
か
し
、

風
な
ど
を
別
と
す
れ
ば
、

鳴
沢

村
と
河
口
湖
は

隣
接
し
て
お
り
、

観
測
値
の
詳
細
な
点
を
除
き
、
主
に
気
候
的
な
季
節
変
化
等
に
注
目
し
て
行
く
か
ぎ
り
、
そ
れ
程
大
き
く
異
な
る
と
は

考
え
難
い
。
ま
た
、
鳴
沢
村
の
観
測
値
は
統
計
期
間
が
短
い
上
に
、
精
度
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
最
後
に
河
口
湖
の
観
測
値
の
比
較
を

象
行
い
、

そ
の
差
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

第
二

節
河
口
湖
の
観
測
値
か
ら

見
た

気
候
と

他
地
方
と
の

比
較

河
口
湖
の
年
平
均
気
温
は
平
年
値
が
一
〇
・
一
度
C
で
、
約
七
〇
～
一
三
〇
が
高
い
鳴
沢
村
の
集
落
で
は
九
・
七
～
九
・
三

度
C
程
度



の
値
で
あ
ろ
う
。
こ
の
値
は
低
地
で
は
東
北
の
北
部
、
青
森
九
・
六
度
C
、
宮
古
一
〇
・
五
度
C
、
盛
岡
九
・
八
度
C
に
近
い
。
ま
た
、

比
較
的
高
地
又
は
内
陸
の
値
と
し
て
は
、
中
部
地
方
の
高
山
一
〇
・
三
度
C
、
松
本
一
一
・
一
度
C
な
ど
が
、
こ
の
値
に
近
い
。
し
か
し

第
一
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

気
温
の
較
差
ま
で
考
慮
す
る
と
、
河
口
湖
は
、
高
山
や
松
本
よ
り
冬
季
に
日
較
差
が
大
き
く
、

夏
の
昇
温
は

そ
れ
程
大
き
く
な
い
。
ま
た
東
北
地
方
の
青
森
、
宮
古
よ
り
冬
の
日
較
差
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
平
年
値
で
見
る
限
り
、

河
口
湖

が
、

冬
の
日
中
の
昇
温
が
大
き
い
た
め
と
読
み
取
れ
る
。

一
方
、

夏
は
青
森
と
類
似
し
日
較
差
は
そ
れ
程
大
き
く
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、

冬
は
内
陸
盆
地
的
な
温
度
変
化
で
あ
る
が
、

夏

は
内
陸
的
と
も
言
え
な
い
気
温
変
化
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
河
口
湖
の
平
年
降
水
量
は
一
五
〇
五
・
六: "

で
あ
り
、
こ
れ
は
計
算
方
法
に
よ
り
一
六
〇
〇
" "”

メ
ッと
も

一八
〇
〇
" "
”
け
と
も
言

わ
れ
て
い
る
、
日
本
の
平
均
年
降
水
量
と
比
較
す
れ
ば
、
県
内
で
は
多
雨
区
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
平
均
的
な
降
水
量
の
地
域
と
い
え
よ
う
。

ま
た
降
水
量
の
年
変
化
は
第
二
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
梅
雨
季と

秋
霖
季
に
集
中
す
る
太
平
洋
側
の
年
変
化
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
平
年
値
上
は
八
月
も
九
月
と
ほ
ぼ
同
量
の
降
水
量
で
あ
る
こ
と
、
昭
和
八
年
か
ら
昭
和
五
十
七
年
の
各
年
の
六
月
一‒
九
月
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
の
降
水
量
が
多
い
か
を
調
べ
る
と
、
六
月
五
例
、
七
月
七

例、
八
月
二
十
例
、
九
月
八
例
と
な
り
、
九
月
に
多
い
西
南
日
本

型
の
典
型
と
も
、
東
日
本
型
と
も
言
え
な
い
。

年
間
の
変
化

自
然
季
節

気
候
要
素
の
季
節
変
化
を
少
し
細
か
く
見
る
た
め
に
気

温、
降
水

量、
相
対
湿
度
、

晴
天
日
率
に
つ
い
て
旬
別
平
年
値
を
第
二
図
に
示

し
た

。

平
均
湿
度
に
注
目
し
、
前
旬
か
ら
そ
の
値
が
大
き
く
変
わ
っ
た
旬
に
新
し
い
自
然
季
節
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
岳
北
の
季
節
を
区
分
し

た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
必
要
な
場
合
、
他
の
気
象
要
素
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
行
き
た
い
。
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一
春

四
月
上
旬
～
五
月
中
旬
、
旬
平
均
湿
度
は
七
〇
～
七
五

が
ソ
トと
比
較
的
安
定
す
る
。
晴
天
日
率
も
四
〇
～
五
〇
メ が
ン
トの

範
囲
に

お
さ
ま
る
。
降
水
量
は
こ
の
期
間
の
最
初
と
最
後
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
持
つ
。
こ
の
期
間
は
気
温
の
昇
温
が
著
し
く
、
最
高
気
温
が
一
〇

度
C
を
越
し
は
じ
め
る
の
で
、
植
物
の
生
育
も
活
発
に
な
る
。
し
か
し
、
最
低
気
温
は
ま
だ
低
下
す
る
こ
と
の
あ
る
期
間
で
あ
る
。
従
っ

て
、

樹
種、

天
候
に
よ
っ
て
は
霜
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
三

十
三
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
に
発
生
し
た
、

九
例
の
霜
害
中
の

八
例
が
、
こ
の
期
間
に
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
月
平
均
風
速
は
こ
の
期
間
の
前
半
が
平
年
値
と
し
て
は
強
い
。

二
初
夏

五
月
下
旬
～
六
月
中

旬、
平
均
湿
度
は
七
八
～
八
三

ゼン
トと

春
よ
り
増
加
す
る
。

晴
天
日
率
は
四
〇
～
三
〇
が
ン
ト い
と
急
減
し
、

日
最
高
気
温
の
昇
温
も
春
よ
り
は
緩
か
く
な
る
。
降
水
量
の
増
加
は
顕
著
と
は
言
え
な
い
。

三
梅
雨

六
月
下
旬
～
七
月
中
旬
、

湿
度
八
三
～
八
五
がン
ト
と
年
間
で
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

晴
天
日
率
は
三
四
～
三
二
ゼ がン

トと
最
少

に
な
る
。
こ
の
期
間
中
の
降
水
量
の
ピ
ー
ク
は
平
均
的
に
は
六
月
下
旬
に
当
た
る
が
、

八
月
下
旬
、

九
月
下
旬
の
値
に
満
た
な
い
。

晴
天

率
は
後
二

者
の
方
が

高
い
こ
と
か
ら
、
六
月
の
降
水
は
相
対
的
に
シ
ト
シ
ト
雨
と
言
え
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

四
夏

七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
、
相
対
湿
度
も
両
雨
季
の
間
で
、
若
干
低
下
す
る
が
、
降
水
量
の
減
少
が
著
し
い
。
晴
天
率
は
四
〇
～
五
〇

が ン
トい
ま
で
回
復
し
、

気
温
も
上
昇
す
る
が
八
〇
ジン
ト
前
後
の

相
対
湿
度
で
は
乾
燥
し
た
夏
と
は
言
い
難
い
。
災
害
統
計
上
こ
の

期
間
は

雷

災
、
特
に
降
電
に
よ
る
被
害
が
岳
北
と
し
て
は
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
鳴
沢
村
は
、
河
口
湖

町
、
富
士
吉
田
市
な
ど
よ
り
発
生

回
数
は
少
な
い
。

五
秋
霖

八
月
第
三
旬
～
十
月
第
一
旬
、
湿
度
八
五
な
い
程
度
、
晴
天
日
率
四
〇
～
五
〇
ぱ
い
い
と
、
こ
の
二
つ
の
数
字
は
安
定
す
る
が
、
気
温
は
降
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下
が
著
し
く
、
降
水
量

は
、
期
間
中
に
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
持
つ
。
こ
の
地
方
で
は
最
大
の
雨
季
と
言
え
る
。
月
平
均
風
速
は
春
よ
り
弱
い

が
日
最
大
瞬
間
風
速
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
強
く
な
っ
て
い
る
。

六
秋

一
〇
月
中
旬
～
十
一
月
下
旬
、
気
温
、
降
水
量
、
湿
度
は
減
少
、
晴
天
日
率
は
増
加
を
始
め
る
が
、
冬
の
値
ま
で
に
至
ら
な
い
。

七
冬

十
二
月
上
旬
～
一
月
上

旬
、
湿
度
四
〇
‒
三
五
が
ソ
リい
で
、
晴
天
率
は
年
間
最
大
の
約
八
〇
が
ソ
リい に

達
す
る
。
日
平
均
気
温
等
は
年
間
の
最

低
に
は
達
し
て
い
な
い
。

八
厳
冬

平
均
湿
度
は
年
間
の
最
低
で
六
五
ゼ
ン
ト
以
下
と
な
る
旬
も
あ
る
。
こ
の
期
間
の
う
ち
に
冬
気
温
の
低
極
が
発
生
し
て
い
る
。

九
早
春

二
月
中
旬
～
三
月
上

旬
、
相
対
湿
度
六
五
～
七
〇

ノ
リで
、
冬
よ
り
や
や
高
く
な
る
。
晴
天
日
率
は
低
下
傾
向
が
始
ま
り
、
気
温
の
上
昇

が
著
し
い
。
岳
北
は
積
雪
の
多
い
所
で
は
な
い
が
、
こ
の
期
間
に
大
き
な
新
積
雪
を
見
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
日
影
等
で
は
残
雪
が
氷

付
く
な
ど
交
通
の
障
害
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

第
三
節

気
温
と
降
水
に
つ
い
て

第
一
図
、

第
二
図
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、

岳
北
の
気
候
は
寒
冷
、
冬
乾
燥
、

い
い
か
え
れ
ば
太
平
洋
側
、

高
地
の
気
候
と
い
え
よ

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
し
よ
う
。
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一
夏
の

乾
湿
と

冷
暑

海
抜
が
九
〇
〇
材
に
近
い
岳
北
で
は
、
最
暖
月
で
も
最
高
気
温
の
平
年
値
は
二
七
度
C
以
下
で
あ
り
、
甲
府
の
よ
う
に
、
こ
の
値
が
二

ヵ
月
も
三
〇
度
C
以
上
に
な
る
地
方
と
比
較
す
れ
ば
、
別
天
地
で
あ
る
。
ち
な
み
に
河
口
湖
で
は
月
平
均
気
温
が
三
〇
度
C
を
越
す
日
数

は
平
均
八
日
、
ま
た
二
五
度
C
を
越
す
日
は
五
八
日
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
表
に
、
そ
の
年
の
最
高
気
温
の
出
現
し
た
旬
と
、
そ
の
温
度
の
相
関
表
を
示
し
た
。
平
均
的
に
は
七
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
に
三

一
度C ～

三
二
度
C
台
の
値
を
記
録
す
る
年
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
三
五
度
C
、
三
四
度
C
な
ど
と
い
う
値
が
、
七
月
中
旬
、
八
月
下

旬
に
出
現
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
年
で
日
最
高
気
温
が
三
〇
度
C
を
越
し
た
日
数
は
、
七
月
が
三
・
五
日
で
八
月
が
三
・
九
日
で
あ
り
ご
く
限
ら
れ
た
日
以

外
は
、

暑
い
夏
の
日
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
最
高
気
温
が
二
五
度
C
以
上
の
平
年
の
日
数
は
七

月
一

九
・
〇

日
、

八
月
二
三
・
二
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
年
に
よ
る
変
動
が
あ
る
。
か
り
に
約
二
〇
が
ン
りト
の
整
数
と
し
て
七
月
は
四
日
、
八
月
は

五
日
、
こ
の
日
数
が
少
な
い
年
を
冷
夏
、
多
い
年
を
暑
い
夏
と
し
て
、

昭
和
八
年
か
ら
五
十
七
年
の
五
十
年
間
に
つ
い
て
、
そ
の
出
現
傾

向
と
、
そ
の
月
の
雨
の
量
を
調
べ
二
表
に
示
し
た
。
七
月
に
は
三
十
年
中
九
例
の
こ
こ
で
言
う
冷
夏
が
あ
り
、
う
ち
六
例
は
七
月
の
平
年

降
水
量
以
上
の
降
水
量
を
記
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三

例
は
極
端
な
冷
夏
で
、
降
水
量
が
平
均
よ
り
少
な
い
の
で
、
乾
燥
冷
涼
な

タ
イ
プ
の
夏
の
存
在
を
示
し
て
い
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
八
月
に
は
六
例
の
冷
夏
が
あ
り
、
う
ち
四
例
で
平
年
値
以
上
の
降
水

量
で
あ
っ
た
。
一

方
、
暑
い
夏
は
七
月
に
十
七
例
あ
り
、
う
ち
十
三
例
は
降
水
量
は
平
年
値
以
下
で
あ
っ
た
。

ま
た
八

月
の

場
合
は
七
例

あ
り
、
降
水
量
は
五
例
で
平
年
値
以
下
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
岳
北
の
夏

も、
乾

暖、
湿
冷
の
組
み
合
せ
が
あ
り
、
昭
和
二
十
年
代
前
半
、

三
十
年
代
に
は
、
こ
こ
で
い
う
暑
い
夏
が
七
月
に
つ
い
て
、

前
者
で
四
例
、

後
者
で
六
例
あ
っ
た
が
、

昭
和
四
十
年
代
は
七
月
に
冷
夏
、

五
十
年
代
は
八
月
に
冷
夏
の
傾
向
が
や
や
認
め
ら
れ
る
。
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二
冬
の
寒
暖
と
乾
湿

河
口
湖
で
年
間
の
最
低
気
温
を
記
録
し
た
旬
と
そ
の
温
度
の
関
係
を
第
三
表
に
示
す
。

平
均
的
に
は
一
月
下
旬
に
約
半
数
の
年
が
集
中

し
て
い
る
が
、
一
月
中
旬
～
二

月
中
旬
ま
で
が
多
い
。
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
一
度C ～

マ
イ
ナ
ス
二
二

度
C
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
が

マ
イ
ナ
ス
一
五
度
C
台
に
や
や
多
く
集
中
し
て
い
る
他
、
時
期
の
早
遅
と
温
度
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

寒
い
冬
と
は
ど
の
よ
う
な
冬
で
あ
ろ
う
か
。
日
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
一
〇
度
C
以
下
と
な
っ
た
日
数
を
昭
和
八
年
か
ら
同
五
十
七
年

の
一
、
二
月
に
つ
い
て

調
べ
、

平
年
値
が
一
月
一
〇
・
二

日
、
二
月
六
・
八
日
で
あ
る
の
で
、
こ
の
値
よ
り
五
〇
が
ン
ト
多
い
場

合 、
い
い

か
え
れ
ば
、
か
な
り
寒
い
日
の
多
い
一
、
二
月
の
最
低
気
温
月
平
均

値
、
月
平
均
気
温
、
月
降
水
量
等
に
つ
い
て

調
べ
た
の
が
第
四
表
で

あ
る
。
一
月
の
場
合
、
寒
冬
に
相
当
す
る
十
例
は
、
月
平
均
気
温
は
平
年
値
よ
り
低
く
、
降
水
量
も
一
例
以
外
は
平
年
値
よ
り
小
さ
い
。

ま
た
降
雪
日
数
は
平
年
値
よ
り
小
さ
な
例
が
多
く
、
快
晴
日
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
冬
型
の
気
圧
配
置
の
発
達
し
た
場
合
が
寒
冬
と
い
え

そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
二

月
の
十
二

例
で
は
、

月
平
均
気
温
は
一
例
以
外
は
平
年
値
以
下
で
寒
冬
で
は
あ
る

が
、

月
降
水

量
が
平
年
値

以
上
の
例
が
三
例
あ
り
、
半
数
以
上
の
例
で
降
雪
日
数
が
平
年
以
上
に
な
り
、
快
晴
日
数
が
平
年
以
下
の
例
も
出
現
し
、
一
月
と
条
件
が

異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

暖
冬
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
使
用
し
た
基
準
で
選
定
し
て
も
、
月
平
均
気
温
の
平
年
値
に
対
す
る
偏
差
と
そ
の
符
号
は
大
部
分
は
一
致
す

る
。
し
か
し
、
暖
冬
と
月
降
水
量
や
降
雪
日
数
、
快
晴
日
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値
に
対
す
る
偏
差
の
符
号
は
正
負
入
り
乱
れ
特
定の

関

係
は
見
出
せ
な
い
。
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第
四
節

地
表
面
の
水
の
過
不
足
と

農
業
災
害

!
"

年
間
降
水
量
が
一
五
〇
〇" "

だ
か
ら
二
〇
〇
〇" " H

に
達
す
る
岳
北
は
、
県
内
で
は
多
雨
区
に
区
分
さ
れ
る
。
し
か
し
、
気
象
台
の
調

査
で
は
、
旱
害
の
発
生
が
皆
無
と
な
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
時
に
こ
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
か
、
月
平
均
気
温
と
月
降
水

量
を
も
と
に
、
ソ
ー
ン
ス
ウ
ェ
イ
ト
の
方
法
に
よ
り
、

最
大
可
能
蒸
発
散
量
を
計
算
し
、

土
壌
水
分
の
変
化
を
計
算
し
た
。

な
お
、

土
壌
水
分
の
貯
蔵
量
は
一
〇
〇
”
い
と
仮
定
し
た
。
ソ
ー
ン
ス
ウ
ェ
イ
ト
の
考
え
方
は
、

植
物
に
利
用
出
来
る
水
分
が
十
分
に

あ
る
時
、
植
物
体
を
通
し
て
の
発
散
と
土
壌
か
ら
の
蒸
発
の
和
は
、
気
温
の
函
数
と
し
て
近
似
さ
れ
る
。
一
方
、
土
壌
中
に
は
、
一
定
量

ま
で
は
水
分
が
貯
留
さ
れ
る
が
、
限
界
以
上
で
は
流
出
す
る
。
ま
た
降
水
が
な
く
て

も
、
こ
の
貯
留
量
を
使
い
は
た
し
て

後、
水
不
足
が

発
生
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
算
方
法
に
は
修
正
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
方
法
に
よ
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
～
六
十
一
年
に
つ
い
て
蒸
発
散
位
を
計

算
し
、
さ
ら
に
土
壌
の
水
収
支
を
計
算
し
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
六
表
に
示

す
。
河
口
湖
の
場
合
、
土
壌
水
分
の
不
足
に
は
至
ら
な
い
が
、
貯
留
量
は
○
に
な
る
場
合
が
夏
を
中
心
に
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

年
の
う
ち
、

昭
和
三
十
一
、
三
十
九
、
四
十
二
、
五
十
三
、
六
十
一
、

八
十
五
年
は
旱
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
三
十
七
年
は

月
の
値
と
し
て
は
、

被
害
の
発
生
し
た
八
月
は
月
の
後
半
の
降
水
の
た
め
水
過
剰
と
な
る
が
、

月
の
前
半
は
土
壌
水
分
は
大
き
く
減
小
し

て
い
る

。

土
壌
水
分
の
不
足
(
土
壌
中
の
貯
留
量
が
○… "

ぶ
に
な
る
)

が
発
生
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

旱
害
が
発
生
し
て
い
る
の

は
、

例
え

ば
、
最
大
の
土
壌
水
分
貯
留
量
を
一
〇
〇
" "”
ト
と
仮
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
程
の
貯
留
量
が
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

植
物
の
利
用
出
来
な
い
深
層
へ
の
移
動
量
が
多
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。



-112-

第
五
節

河
口
湖
と

鳴
沢
村
の
観
測
値
の
比
較

鳴
沢
村
役
場
と
河
口
湖
測
候
所
で
は
、

海
抜
高
度
に
約
一
三
〇
脳
の
差
が
あ
る
こ
と
、

前
者
が
北
に
山
を
持
つ
ゆ
る
い
谷
状
の
地
形
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
北
に
開
け
た
台
地
上
に
位
置
す
る
こ
と
、
な
ど
の
位
置
的
な
差
の
あ
る
上
に
、
一
方
は
気
象
観
測
を
業
務

と
す
る
測
候
所
で
あ
り
、
測
定
す
る
露
場
の
環

境、
測
器
の
種

類、
観
測
の
日
界
な
ど
、

様
々
な
点
で
差
が
あ
る
。
従
っ
て
測
定
値
を
単

な
る
場
所
の
差
に
帰
因
出
来
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
前
述
の
様
々
な
要
因
の
和
と
し
て
差
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
良
い

で
あ
ろ
う
。

一
降
水
量

鳴
沢
で
の
降
水
量
の
記
録
は
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
欠
測
は
あ
る
が
昭
和
六
十
二
年
現
在
継
続
し
て
い
る
。
日
降
水
量
は
日
界
が
異

り
比
較
の
対
象
と
な
ら

な
い
。

そ
こ
で
月
降
水
量
の
う
ち
、

欠
測
が
あ
り
、

し
か
も
、
天
候
か
ら
降
水
量
に
影
響
の
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
月
の
値
を
比
較
の
対

象
外
と
し
て
、
傾
向
が
出
る
よ
う
に
取
り
ま
と
め
た
の
が
、
第
三
図
で
あ
る
。
十
二
月
～
三
月
が
、
他
の
月
の
傾
向
と
異
な
り
河
口
湖
の

方
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

雪
あ
る
い
は
氷
結
し
た
降
水
の
測
定
の
誤
差
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
で
は
、
四
、
五
月
は
鳴
沢
が

お
よ
そ
河
口
湖
の
一
一
〇
～
一
一
五
が
ント
程
度
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
六
月
～
十
一
月
は
約
一
一
〇
だン

いト
程
度
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、

年
降
水
量
に
し
て
、

鳴
沢
村
の
方
が
一
〇
が
ン
ト
多
い
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。

二
気
温

鳴
沢
村
で
の
観
測
項
目
は
日
最

高、
日
最
低
気
温
で
あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
一 ‒
同
六
十
二
年
の
観
測
値
が
あ
る
が
、

故
障
と
し
て
記
載
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さ
れ
て
い
る
以
外
に
も
、
前
後
の
関
係
、
あ
る
い
は
河
口
湖
と
の
関
係
か
ら
明
ら
か
な
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
日
の
値
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
温
度
に
つ
い
て
、

鳴
沢
―
河
口
湖
の
値
の
度
数
分
布
を
季
節
別
に
第
七
表
に
示
し
た
。
様
々
な
天
候
時
の
平
均
の
気
温
減
率
を
〇
・
六

度C /
一
〇
〇
材
と
す
る
と
、
一
三
〇
脳
の
高
度
差
で
あ
る
。

約
〇
・
八
度
C
鳴
沢
が
低
温
で
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際

は
、
夏
の
日
最
低
気
温
を
除
き
、
よ
り
鳴
沢
が
低
温
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
鳴
沢
が
低
温
で
あ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
谷
状
あ
る
い
は
盆
地
状
の
地
形
に
よ
る
冷
気
の
滞
留
が
夜
間
に
は
あ
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
日
最
高
気
温
の
両
地
点
の
差
は
小
さ
く
な
る
か
逆
の
符
号
に
な
る
傾
向
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
、

原
因
に
つ

い
て
の
予
想
は
つ
け
難
い
。
ま
た
、
か
な
り
大
き
な
温
度
差
が
出
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

解
明
す
る
上
に
は
計
画
的
に
小
気
候
観
測
網
を
設
置
し
て
、

長
期
的
な
観
測
に
よ
り
現
象
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。



第1図 年平均気温が河口湖に近い地点の様々な気温の比較
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様々 な気候要素の年変化(旬平均値による)
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第3図 河口湖(たて軸)と鳴沢(横軸)の月降水量の比較
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第二章 気 象
第1表 夏の日最高気温極値の出現期間と気温階級(昭和8年一同57年)
1
温
月
旬 6月 7 月 8月 9月

計
度 上 中下 上中下 上中下 上中下
35℃C|
34
33 5 21 1 9

32 213 4 2 1
31 1 3 2 3 5 2 2 1 1

30 2 3
29
計 1 74111466 1 50

第2表 冷夏と暑い夏(昭和8年、同57年)
冷 夏 暑 い 夏

7 月 8 月

年 頻度-|気月平温均水
月降
量
|年 頻度月気平温均水

月
量
降|年 頻度|月気平温均水月降量|年 頻度気月

平均
水
月降
量

|昭16 15 20.3645|昭10 15 19.6383昭 8 2421.1122昭12 31 21.1 89
20 9 18.4115 13 11 19.6 932 14 2421.1198 22 30 22.3133
27 14|20.2252 15 18 19.4320 15 29 22.5 35 27 28 21.9 72
28 1420.3206 28 16 20.7145 17 28.22.7 71 37 29 22.5233
29 9 18.5 97 31 18. 20.9181 22 2721.6 38 39 28 22.7 180

33 14 21.1352 51 18 20.6100 23 25 21.2225 48 28 22.9239
43 1120.1347 52 10 20.2366 24 2320.5162 53 31 22.5 73
49 1119.5403 55 12 19.7 127 25 2321.1257]
57 9 18.4154 30 2722.6 70

°C:mm m 34 25 22.0 136
平年 20.9 171 21.6 20520. 11 21. 0 35 25 21.7 82値

36 27 22.4 36
38 2321.4130
39 2422.4 74

46 2421.8 89
52 2521.2139
53 30 22.2189

平 均 平 均
値 20.9171 21.6205� 20.9 171 21.620.5
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第3表 冬の日最低気温極値の出現旬と温度階級(昭和8年一同57年)
ハ 日 12月 1月 2月 3月旬 計

度\/ 下 上中下 上中下 上 中 下
-

-w w w12℃C

-13 43 1
-14 14 11 1
-15 242 23 13

-16 1 2 1

-17 12 12

-18 1 111 1
|-H O T19

-20 1 1 2|

-21

-22

計 1 21015 99 2 2 50

- 118-

b
o
w
t

1 p
o
m
m
e

8
9

1 3
4

6
5

1
2

1

1
2

1
1

1

温
-
-
-



第

第二章 気 象

4表 寒冬と暖冬(昭和8年一同57年)
寒 冬

2

年 頻度 月気
平
温
均
降
月
水量

降
日
雪
数日
快
数
晴 年 頻度 月

気
平
温
均
降水
月
量 日
降
数
雪|

日
快
数
晴

昭和9 21-3.9 18 13 13昭和9 13 -3.2 21 15

11 23-5.0| 45 13 11 15 -3.9 63 10
13 16 -2.4 38 14 13 13|-2.8 57 12

14 19 -3.9 60 12 14 12 -.2.8 38

15 18 -3.1 18 15 12 -2.1 60 15
17 15 -2.6 19 17 11 -3.0 85 13

201 26 -5.2 14 20 21 -5.1 117 10 10

38 18-3.9 8 21 22 14 -4.0 18 12
49 15-2.8 25 23 29 10 0.1 61 12
50 16 -1.9 44 19 42 10 -1.5 28 12

43 16 -3.9 63 12
52 13 -1.9 25 13

平均値� 10.2 -w w w1w .2 52 6.813.6 6.8-0.4 62 7.5 9.8

暖 冬

月

年 頻度 月気温
平均

降
月
水量日

降
数
雪|快
日数
晴 年 頻 度|気

月平
温
均
降 水
月
量
降
日数
雪 快

日数
晴

昭和16 -0.4 52 10 13昭和12 0.4 144 10
25 3 0.5 49 8 14 23 0.1 53 8

26 4 -11.4 27 5 16 24 1.5 57

29 5 -0.02 72 12 6 25 0.5 33
33 5 0.0 89 12 30 3 0.9 78 10

35 5 -00.4 29 18 31 3 - 1.1 68
39 1 +0.2 114 34 3.0 118
40 5 -0.8 40 11 35 1.2 12 12

47 2 -1.4 126| 41 3 2.4 98

48 5 -0.4 125 10 44 2 0.4 117 11

53 1 - 0.1 16 12 45 0.6 35 14

47 0.0 137 11

48 1.1 45 10

54 2 -1.9 68

平年値 10.2-1.2 52 6.813.6 6.8.-0.4 62 7.5 9.8
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第5表 ソーンスウェイトの水収支表の例(1985～86)
年 月 気温 降水量 最

蒸
大
発散
可
量
能|
の
土壌
変
水
化
分|土分壤壌量

水 水 不足|水過剰
1
85 1 -2.6 11.0 0.0 0.0 100.0 0.0 11.0
5 2 0.1| 156.0 0.1 0.0 100.0 0.0 155.9
85 3 3.1 118.0 10.6 0.0 100.0 0.0 107.4
85 4 9.2 208.0 41.4 0.0 100.0 0.0 166.6
85 14.6 67.0 79.9 -12.9 87.1 0.0 0.0
85 6 15.8 495.0 88.2 12.9 100.0 0.0 393.8
85 7 21.8 144.0 132.2 0.0 100.0 0.0 11.8
85 22.1 35.0 126.8 --91.8 8.2 0.0 0.0
85 18.0 92.0 88.2 3.8 12.0 0.0 0.0
85 10 11.6 54.0 49.0 5.0 17.0 0.0 0.01
85 11| 6.6 69.0 22.0 47.0 64.0 0.0 0.0
85 12 0.7 10.0 1.5 8.5 72.6 0.0 0.0

86 1 -3.1 25.0 0.0 25.0 97.6 0.0 0.0
86 2 w-w w w w w w w .w . . a g e3.0 31.0 0.0 2.4 100.0 0.0 28.6
86 3 1.9 151.0 6.5 0.0 100.0 0.0 144.5
86 4 8.9 88.0 41.6 0.0 100.0 0.0 46.4
86 12.6. 192.0 69.0 0.0 100.0 0.0 123.0
86 6| 16.6 88.0 95.3 -7.3 92.7 0.0 0.0
86| 7 20.2 80.0 121.9 -41.9 50.7 0.0 0.0
86 21.2 263.0 121.7 49.3 100.0 0.0⁰ 92.1
86 18.4 263.0 91.9 0.0 100.0| 0.0 171.1
86 10 10.4 59.0 44.6 0.0 100.0 0.0 14.4

1 86 11 6.4 15.0 22.4 -7. 92.6 0.0 0.0
2.! 81.0 7.4 7.4 100.0 0.0 66.2

第6表 土壌水分の減少の開始月、継続期間と災害
6ヶ月 85

継4
続3 6- -46170

7 71 62 81
86数

(62) 58 7584585683 78 3 10 68 73
77 81 60 79 68 8678 (56)65 (62)8482

|1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 開 始月

== 災害記録のある旱害 2ケタの数字は発生年
()月降水量の上からは土壌水分の変化は不明だ の西暦下2ケタを示す

が月の前半に水分の変化があった(降水量の
少い)と考えられる月、災害記録あり
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第二章 気 象

7表 鳴沢と河口湖の温度差
鳴 沢 一 河 口 湖 日最低気温

- 5-e ra n i n 4-3-w. m 2 -B 1 0 1 2 3 4 5

春 1|1 3 11 39 31 5 4 3 1 1
1

夏 2|1 5|30 41 18 0

秋 2 1 4 8 41 32

冬 2 6 8 17 28 23 10|4 0 3

日最高気温

春 3 25 42 24 4

3 3 11 48 38

秋 1 2 16 52 23 3 2

1|1|10 373410 3 1 1 1

昭和59年～同61年 鳴沢の測器が故障又は明らかな誤りを除いた日値について日
最低気温,日最高気温の差を出現頻率(%)として示した。
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